
キャンプ砂防2021in 魚沼 8/23 8/27
2021

主な内容

平成１６年１０月 撮影 平成２４年８月 撮影

ＩＣＴを活用した測量技術について

「H23.7新潟・福島豪雨」被災状況 環境に配慮した砂防事業（登川流路工）

【テーマ】
地域に根ざした砂防事業実務体験

【実施内容（予定）】
魚沼の自然豊かな中山間地域での砂防事業について
▸ 講話
地元有識者からの情報提供、中越地震からの復興への歩み、防災業務 など
▸ 実務体験
現場パトロール、現場進捗の確認、ドローン操作 など

▸ 地域交流
意見交換会への同席 などを予定

中越地震からの復興（旧山古志村）

JR越後湯沢駅

湯沢砂防事務所管内



★これまでの主な実施内容と感想

工場見学（テーブルマーク）

講話（湯沢町長）

砂防事業が町の発展に果たした役割が
分かった

講 話
事業説明会への出席 実務体験

地域交流

湯沢町長

品質検査や打設体験で曖昧だったコンク
リートに関する知識が整理できた

コンクリート締め固め体験
震災復興について（長岡市職員）

現場パトロールへの参加

建設業者の方たちと一緒に現場を点検し、
どのような場所に注意を払っているか学べ
た

復旧するときに大変だったことや復旧への
思いが聞けて今後仕事に就いたら生かした
いと思った

水没家屋

実施内容の例として掲載しており、R2年度は
変更となる可能性があります

砂防事業により川が整備され、工場として土
地利用できるようになったとわかった


